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水野幸男氏を悼む  
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去る1月24日，本学会元会長の水野幸男氏が逝去  

されました（享年73歳）．ここに謹んで水野氏のご冥  

福をお祈り申し上げます．   

水野氏は我が国のコンビュ¶タ揺藍期におけるソフ  

トウェア基本技術の開発に専心きれ，今日の構報化社  

会の発展に多大な貢献をされました．   

ソフトウェア開発プロジュタトリーダ【時代は，妥  

協を許さぬ鼓しさをお持ちの反面，その風貌から，  

“オバQ”とあだ名され，部下からたいへん親しまれ  

ました．   

近年，劣勢に置かれた日本ソフトウェア産業を憂い，  

若い技術者がチャレンジ出来る環境を萎えるべきであ  

ると各方面に説し－ておられました．   

一方，OR活動では．古くはORによる在庫管理を  

生産現場に取り込み，最近ではOR手法による独創的  

なソフトウェアパッケージ化を手砕けられ，またOR  

とIT技術の覇和を嚢要祝されてきました．   

OR学会の活動について，水野氏は企妾経営者の立  

場から，賛助会員数や産業界に在籍する個人会員数が  

減少していることに，産業界のORに対する評価が下  

がっているのではないかと危嶺感をお持ちでした．   

学会長就任のご挨拶では，「OR学会にとって墓要  

なことの一つは，ORを現場で一層役立つものとし，  

その普及を促進することである」とおっしゃっていま  

す．   

産裏社会の急激な構造変化に対し，ORがリアルワ  

竹ルドの中で，いかに貢献し発展していけるかを理論  

的・実証的に考究する証として，本学会創立40周年  

事業の一環としての統合プロセスのマネジメントに関  

する「統合オペレ竹ション」特別研究プロジェクトの  

代表を務められ，12ある研究グル冊プを束ねご指導  

に力を注がれてこられました．   

本プロジェクトは氏のご意志を経いで，この春から  

「常設研究部会」として新たに研究活動を続けること  

になります．   

水野氏が好んで使われる言葉に「疾風に勤草を知  

る」があります．優秀な人は，厳しい環境に立ちむか  

っていける．ORワ匝カーも時代と共に新しい発想で  

チャレンジして欲しいとおっしゃっている様に思えま  
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す．   

ORの実践普及に席心された水野氏に．心から改め  

てご冥福をお祈り申し上げます．  （畑 昭彦）  
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放水野幸男氏略歴  

昭和4年7月16日生まれ  
〔学 歴〕  

昭和28年3月 東京工業大学工学部卒業  

〔電 歴〕  

昭和28年4月  

昭和37年3月  

昭和50年6月  

昭和55年6月  

昭和58年6月  

昭和63年6月  

平成3年6月  

平成6年6月  

平成10年6月  

日本電気株式会社 入社  

工学博士（東京工業大学より）  

同社基本ソフトウエア開発本部長  

同社取結役  

同社常務取締役  

同社専務取締役  

同社代表取捨役副社長  

同社特別無間 技術l扱略室長  

日通工（現NECインフロンティア㈱）取  

締役会長  

平成13年6月 NECインフロンティア㈱．取締役相談役  

平成14年6月 同社相談役  

〔受賞・授章〕  

昭和57年4月 科学技術功労者表彰受賞  

昭和62年4月 OR学会第11匝】実施賃受賃  

平成8年4月 情報処理学会功績賃受賓  

平戒9年4月 藍綬褒章受章  

〔OR学会関係）  

評 議 員 昭和49－平成9年夜，平成12－13年寵  

j里事（無任所）昭和53－54年度  

フ ェ ロ 岬 平成元年度  

会  長 平成10－11年痩  

名 誉 会 員 平成13年蜜  

オペレ¶ションズ・リサ［チ  
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